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あらまし：著者らは｢古代建物の３Ｄモデルを自動生成する考古学と歴史教育支援システム｣を開発した．

本システムは，インターネットと CG，AR，3D プリンターなどの手段を利用し，歴史教育用コンテンツ

を提供できる．本文では，遺跡を映像の中に入り込んで動き回れる立体視で観測可能なアプリケーション

を開発したので報告する． 
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1. はじめに 

本研究では｢古代建物の３Ｄモデルを自動生成す

る考古学と歴史教育支援システム｣を開発している．

これまで古代建築の自動生成，AR を用いた CG と実

写の合成を実現した（1）．このシステムを Unity3D

へ拡張（2）し，遺跡を立体視で探検できる新しい教育

エンターテインメントを開発したので報告する． 

 

2. システムの概要 

著者らは古代の建物の発掘地図に基づき 3D モデ

ルを自動生成する歴史教育支援システムの開発を行

ってきた．本システムは，復元した古代の 3D モデ

ルを現在の地理環境に有機的に合成し，学習者は建

物と周囲の位置関係，地理環境を把握でき，歴史学

習に役立てることできると考えられる．復元した古

代の建築物などを歴史教科書の上にリアルタイムで

表示，古代の建築物のミニチュアの作成が可能であ

る．今回 Unity3D を用いて遺跡を背景にした歴史ゲ

ーム，立体視で遺跡を探検できるアプリ，携帯端末

で利用する遺跡の立体視体験アプリを開発した． 

 

3. 歴史ゲームの開発と改良 

従来復元した美濃国分寺モデルをゲーム統合開発

環境 Unity3D に読込，歴史ゲームを構築した． 

今回，以下の 2 点を改良した． 

（１）地面のテクスチャを描き込んだり，地形を作

り込み，改良を行った．その結果を図 1 に示す． 

（２）Elementals アセットを使用して炎，爆発など

のエフェクトも追加した．その結果を図 2 に示す． 

 

 

図 1 歴史教育エンターテインメントの試作 

 

4. 歴史遺跡の立体視アプリの開発 

本研究で利用したシステムの構成を表 1 に示す． 

 

表 1 立体視アプリ開発環境・システム構成 

Windows  PC Oculus Rift DK2 

Windows 7 (64-bit) Oculus Runtime 

JavaDevelopmentKit 

JDK7(1.7.0_13) 

Oculus SDK 0.4.4 

Android Studio 1.2 Android 端末 

Unity5 GalaxyTab7.7sc-01e 

dive plugin 2.0 Android Ver. 4.0.4 
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図 2 美濃国分寺の CG に環境効果を追加した結果 

 

5. Oculus VRアプリケーションの試作 

Unity5 + Oculus SDK 0.4.4 で Oculus Rift DK2 用立

体視アプリを実現した（図 3）． 

 

 
図 3 OculusRift 用遺跡の立体視表示結果 

 

 
図 4  Oculus Rift DK2 を装着時の映像 

 

Oculus Rift DK2 を装着して，美濃国分寺の映像の

中を歩き回ったり，見回せたりできることを確認し

た． 

立体視を実現するために，Oculus VR の公式サイ

トより Developer 登録して，Oculus Runtime と SDK

をダウンロードしてインストールする必要がある． 

OculusUnityIntegration.unitypackage をインポート

して Main Camera を削除または無効化して，

OVRPlayerControllerまたはOVRCameraRigをシーン

に配置してスタンドアローンでビルドし，実行する

と図 3 の立体視映像が表示される． 

Oculus を接続時の PC ディスプレイ設定では，「画

面の解像度」から，ディスプレイをマルチモニター

に，向きを縦に，Oculus をメインに設定すると， 

Oculus のティスプレイに正しく表示された（図 4）． 

 

6. Androidアプリの開発 

Unity3D を利用して制作したゲームを Android 用

ゲームとして書き出すことに成功した（図 5）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 Android アプリの実行画面 

 

7. Android用遺跡 VRアプリの開発 
 

 
 

   (a)スマホ 3D ゴーグル 

                   (b)GalaxyTab 

図 6 Android 用立体視アプリ 

 

スマホ 3Dゴーグルを通して見ると古代の建物の

立体視が見える Android 立体視アプリを実現した． 

映像の中に入り込んで動き回ることができる． 

 

8. おわりに 

本研究では歴史教育支援システムを構築した．こ

のシステムは古代の建物を復元し自動生成するこ

とができる． 

ゲーム統合開発環境 Unit3D を利用して遺跡の立

体視 VR アプリを実現した．Oculus Rift DK2 を装着

して，美濃国分寺の映像の中を歩き回ったり，見回

せたりできることを確認した． 

今後携帯ゲームを改良する余地があると思われる． 
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